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逃 亡 の 賞 讃
山 田 晶 子
序
文化的生活(既 知の世界)と 非文化的生活(未 知の世界)の 対立は,
D.H.ロレンス(1885-1930)の多 くの作品の中心テーマである。 否定
される側の文化的生活の中で生きる登場人物達は,偽 りの人生を送 ってお
り,心身を病み不完全である。彼らのうちの正直な者は,現在の生活から
逃れ,本 来の自己を全うしたいと暗中模索している。現代人は,多かれ少
なかれ,こ のような悩む不完全な人間であり,ロ レンスは,彼 らの救いを
非文化的生活への目覚めに求めている。
彼は,世 界各地を回 り,ついにニューメキシコへ来た時の感動をエッセ
0
イの中で述べている。人間は世界を広 く水平に知 ったが,深 く垂直に知ら
なければならない。衛生的な世界の表面の被いの下 にあるものに触れ るこ
とが必要だと述べている。そして,白 人文明に汚染 されていないニ ューメ
キシコの砂漠の偉大な美,誇 り高い純粋さに感動す る。彼がその踊 りを見
て,永 遠なる宗教的感情を知った赤色インデ ィアンは,白人文明に侵 され
ていず,大 地の奥へ深 く吸い込まれるような印象を与えた。ロレンスの,
表面の下へ行きたいという願いを彼らは成就しているのであり,それによ
①D.H.Lawrence,"NewMexico"inSelectedE∬ays(PenguinBooks),
pp.180-188.
?
?
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り強さ,力,精 力を与える偉大な宇宙の生命力の根源と接触しているので
ある。そしてロレンスは,非文化的なるものへの憧れを,作 品において追
求 し続けたのである。
彼の作品の中で非文化的生活に生きているのは,文 化圏の周辺で暮す身
分が卑しかったり,放浪 したりしている人間である。文化的知的世界の例
として,「 恋する女たち』 に登場するブレダルビー邸,シ ョー トランズ邸,
「きつね』に登場するバ ンフォー ドが主人であるような家,「 チャタレイ
夫人の恋人』のラグビー邸などがあり,も っと拡大すると,現代の機械文
明そのものになる。たとえば 『太陽」においては,ニ ューヨークという大
都会で神経を冒されて病気になり,療養のために南イタリアの海辺の村へ
行 く妻が描かれている。病む人間を救い出そうとするのは,『 きつね』に
登場する兵士ヘンリー ・グレンフェル,『 チャタレイ夫人の恋人』の森番
メラーズ,「 太陽』の太陽(自 然界における男性)で あり,その化身であ
るかのような農夫等である。また 「恋する女たち』では,視学官の職にあ
るバーキンは,愛 する女教師アーシュラとともにその職を辞め,二 人とも
放浪の旅をしようと決意する。ロレンス自身,世 界の各地を放浪し,自分
の楽園を探 し続けた人であった。
r処女とジプシー』でも,文化的生活の中でその若い生命が不燃焼のた
めに苦しみ,何 とか脱出を求める美しい処女が,野 生世界の中で生きるジ
プシーの男に助けられていかにして再生するかのテーマ,つ まり脱出,逃
亡のテーマが扱われており,この中篇小説は,ロ レンスの一生のテーマを
毛 簡灘 ・レンスらしい手法で表明した見事な作品である.F.R.リー ヴ・
七 スは
,この小説を次のように賞讃 している。
「それは,最 初は独立した小説として出版された程十分に長か った。
そしてそれは,そ の種の強調に確かに耐えるものだ,な ぜならそれは,
ロレンスの最 も素晴らしい作品の一つであり,それ 自身,小 説家として
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の著者の重要なかつ目立 った天才を確立するのに十分であるからだ。」
しかしこの中篇小説が,そ れより短い 「きつね」や 「死んだ男』などと
異なり,今 までまともに論じられたことがないのは不思議である。
この小説には二組の逃亡者が登場している。一組は主人公イベ ットの母
親とその駆け落ちの相手であり,も う一組は,イ ベットの言い方に依れば
「イース トウッド夫妻」(仮 の夫婦)で ある。駆け落ちした母親は,小説
の中に姿を現わさないが,家 族の苦い思い出として,こ の小説の中で重要
な存在 となっている。この小説のテーマは,彼女の娘イベッ トが,い かに
して自らの内にある母的資質に目覚めてい くかの過程であり,ロ レンスは
その過程をい くつかのイメージ群を絡ませながら,リ アリステ ィックにか
つシンボリックに呈示 して成功していると思われる。彼 自身の駆け落ち及
0
び放浪生活と,こ の小説 のテーマが重ね合わさっている。
イベットは小説の最後において家に留まっているが,家 の権威であった
「おふくろさま」が死亡したことにより,またジプシーの男と接触 したこ
とにより,彼女の人生が変化していくことがうかがえる。生き残 ったイベ
ッ トに母的資質を目覚あさせたことにより,ロ レンスは逃亡者を肯定して
いる。
(1)牧 師 館 の 人 々
第二章の冒頭で,ス イスにある良家の子女の女学校で最終学年を終えた
イベットとルーシールの二人の姉妹が,夏 に我家であるイギ リス中部の牧
?
?
2QF.R.Leavis,D.H.Lawrence:Novelist(Chatto&Windus,London,
1955),p.288.
③TheVirginandtheGipsylま,ロ レ ン ス の 妻 フ リー ダ に 献 辞 さ れ て い る 。
(Lewis,Novelist,p.289.)
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④
師館へ戻 って来る。 ドー ヴァー海峡を渡る時,初 々しく感受性に富んだ若
く美 しい二人の話題は恋と結婚のことになるが,彼 女らの人生への憧れと
可能性を取 り巻 く環境は,そ の反対に暗いものである。夏だというのにど
んよりと曇 った灰色の空は,二 人がイギ リスで送るはずの生活が暗いこと
を暗示 している。
牧師館のあるパプルウィック村は,大 変因習的で閉鎖的で古めかしく,
若い二人の娘(イ ベッ ト19才,ルー シール21才。小説の終りではイベ ット
は21才にな っている。)に は相応しくないという印象を与えるが,そ れは
第一章の冒頭から,牧師館が固い石造りの建物であることが強調して述べ
られ,彼 女 らの若さ,柔軟さと相容れないためである。
「牧 師館は村の入口にあって,パ プルウ ィック村のぞぱに立っている
かなり醜い石の家であった。更に,道路が川を横切っている向うには,
かつて川の水で動いていた大きな古い石の紡績工場があった。道路は丘
①
の上手へ と曲 り,村の寂 しい石の通 りへ続いて行った。」
石造 りであるのは牧師館ばかりではなく,その近 くに立っている紡績工
場,橋,村 の通 りもそうであり,更にはパプルウィック村近隣の村々も石
造 りである。この石のイメージが象徴するものは,そ の村に住む人 々の不
毛性,冷 酷さ,頑 固さ,閉鎖性であり生命力溢れた若者には耐え られない
存在であり,そ こから脱出するかそれを破壊するか以外には,自 己を全 う
二 できないものである。
七
五
④ 小 説 の 背 景 は ダ ー ビ シ ャ ー 南 部 と 思 わ れ る 。(JulianMoynahan,TheDeed
ofLife:TheNovelsandTalesげD.H.Lawrence(Princeton,New
Jersey,PrincetonUniversityPress,1963),p.209.
⑤D.H.Lawrence,``TheVirginandtheGipsゾ'inTheShortNovels
vol,2(Heinemann:London,1956),p,3.
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「しかしなが らパプルウィック村は,か なり寂 しくほとんど孤立 して
いた。その中の生活は石のようで陰気であった。全てのものが石であり,
⑥
ほとんど詩的な程固かった,そ れほどそこでの生活は無情であった。」
この石の無情さは,牧 師館の支配者である 「おふくろさま」(``the
Mater")を象徴している。彼女の顔は,「石のようで無情な何かを隠し
0
ている仮面のよう」である。
この石の牢獄か ら脱出することができず安住する者は,自 らを偽 ってい
る嘘つきの人間ということになる。石造りの世界が象徴しているのは常識
の世界であり,もしそこから逃げれば常識が逃亡者を非難することは必然
的である。しかし自己に偽りのない人生を生 きるために,こ の非難に耐え
得る人 々として登場 しているのが,イ ベッ トの母親(記 憶の中の存在とし
て)と,イ ベッ トが 石切 り場で出会い友達にな った 「イース トウッド夫
妻」である。イベ ットの母親は,幼 い二人の娘を残して若い一文無しの男
と駆け落ちしたのであり,「イース トウッド夫妻」 は,妻 がまだ前夫 と離
0
婚訴訟中なのだが,年 下の男と世間を離れて暮している仮の夫婦である。
一方牧師であるイベ ットの父は,地位がありエ ッセイス トで もあるイン
テ リなので,妻 の駆け落ちにより自尊心と信頼感を傷つけられ,溺 愛 して
いる娘のイベッ トにさえも不信の気持を抱いてい くようになる。というの
もイベッ トの性質は母親と似ているからである。彼には妻がなぜ駆け落ち
したのかわからないが,村 人のうちにも彼女の気持を理解できた女がいた
と述べられているように,彼女は自由な生命力を石の中で制限されること
を拒んだのであろう。
妻が駆け落ちしてから,牧師の母親及び牧師の妹 と弟が,一 緒に住むよ
Olbid.,p.9.
Qlbid.,p.15.
⑧ 「イー ス トウ ッ ド夫 妻 」 に も ロ レ ン ス と フ リー ダ の 姿 が 反 映 して い る 。
?
?
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うにと町か ら牧師館へ呼び寄せられるが,90才近いおばあさん,40代後
半の妻に去 られた父親,未 婚の40才代の叔母と叔父の住む家は,明 らかに
不毛である。娘達が家を嫌悪するのももっともである。彼女らは表面は自
由そうに見えるが,内 面は混沌としており束縛されている。彼女 らは,心
が 「家」の中に閉じ込められているのである。真の自我が目覚めていない
のである。
「彼女 らは大変 自由そうに思われた,そ して事実は,自 らの中で大変
もつれ束縛 されていた。彼女 らは大変威勢よ く慣習にとらわれないよう
に思われた,そ して本当は,言わば彼女 らの内部に閉じ込められていた
0
のだった。」
?
二人が暮す牧師館は,醜 く冷たく不潔で湿 って息を詰らせ,そ の中での
食事はまずい。まずい食事は人間の活動力を減退させ,人 間は不活発,無
気力にならざるを得ない。イベットはできるだけ牧師館から逃れようとす
る。彼女を賞讃する男性は多 く,彼 らは彼女をパーテ ィやダンスに誘った
り ドライブに連れて行 ってくれたりするので,結 構気晴らしができるのだ
が,そ れで もなお気がいらだち,彼女はそれがどこから来るのかわからず
苦 しむ。 『きつね』に登場するバ ンフォー ドとマーチが,農 場の仕事がう
ま くいかず趣味 にも熱中できず,わ けのわからぬいらいらに悩んだのと同
じである。イベッ トがルーシールに,「賞讃者は嫌いよ」と言っているよ
うに,彼 女は彼 らを求めているわけではない。
牧師館の一家が,牧 師の妻が駆け落ちしたことでかつて村人の非難にさ
らされ,今 は内部 で互いに不信感を抱き合 う元凶は,「 おふ くろさま」と
呼ばれるおばあさん(``Granny")つまり牧師の母親である。 彼女はま
⑨Tゐ8vZア9功4π4伽Gψ5ツ,P.8.
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ず,息 子を思うように支配する術を心得ており,彼の弱点をつかんでは巧
みに利用する。彼女は息子の嫁が逃げたことで,自 分が再び彼の支配者の
地位に復位できたことを喜び,息子が心の中で昔の美しい妻を奉 っている
ことを知り,そ の気持を都合よ く利用している。彼女は,立 派な人間と思
われたいという息子の欲望を知っており,彼の欠点をゆがんだ母性愛によ
り美点に変えるため,彼 は自分の弱点を見つめず 自己を正 当化して偽 りの
人間になっている。 彼は,妻 に去 られたため,幾 人かの人間から同情を
寄せ られるが,妻 に去 られたことの一因である自分を反省せず,同 情に甘
んじて自己を正当化しようとしたので,彼 を嫌悪する人 も出てきたのであ
る。 「おふ くろさま」には息子の真の姿がわか っており,彼がほとん どせ
むしで白痴であると思われる。まことに恐ろしい母の支配欲である。
牧師の妹のシシーは,母 親によって 自分の人生を台無 しにされたことを
恨んでいるが,自 分の本心に従 って生きないことに慣れてしまう。その結
果,若 者達特にイベ ットに緑色の嫉妬の炎を向ける。シシー叔母と牧師に
は灰色のイメージが使われているが,ロ レンスの他の作品にも見 られ るよ
うに,灰 色は死を象徴する色である。 牧師の弟の ブレッ ドも陰気でけち
で,ル ーシールとイベ ットに嫌われている。このように家の内部には反感
と憎悪が潜み,若 い命を圧迫するのである。 「木馬 に乗った少年」におい
ても,ポ ール少年の家庭は,見かけは良 くても真実の姿はゆがんでいて,
彼を死へと追いやるのである。 この短篇においては,そ の元凶は,常 に
「お金が少ない」と不平をこぼした母親である。
「おふ くろさま」は目が悪 く耳が遠いが,こ のことは彼女が 自分以外の
者を見ず,他 人の気持を汲み取ることができない一人 よが りの人間である
という精神的欠陥を象徴している。また彼女は,周 囲の人が正しく聞き取
ってもらいたい点を反対に解釈し,聞かなくてもよい時に正確に聞き取る
のだが,そ ういう彼女のいや らしさをロレンスは巧みに描いている。彼女
は,他人の生命をつかみ取ることに飽 くことのない欲望を持ち,権 力への
7
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意志を持つロレンスの最も嫌う女性像である。その心の醜さは,年老いて
で っぷ りと太り,白髪がまばらになり,頬の皮膚がたるんで壁のような額
の下に垂れ下 っており,腹が突き出ているという外貌に象徴されている。
悪臭の立ちこめる牧師館の醜さは,彼女の醜さの象徴なのである。だから
この小説の結末 において,「 おふ くろさま」が溺死 した後まもな く牧師館
が倒壊すると予測されるのは当然である。
「もちろん,「 おふ くろさま』は家族の中心であった。一家は彼女の
拡大 した自我であった。当然のことなが ら,彼女はそれを権力で被い隠
した。そして彼女の息子や娘達は,弱 くて分解させ られていたので,当
⑩然
,忠実であった。」
イベッ トには,彼 女がまるで ミツバチをパ クッと食べてしまうがま蛙の
よ うに思われる。 「おふ くろさま」が座っている居間は,彼女の不潔な匂
いがし,イ ベッ トは閉め切った窓を開け新鮮な空気を入れようとして,彼
女と口論する。これは彼女の圧迫された心理状態を反映しており,イベッ
トと 「おふ くろさま」の対立は深まる一方である。
② ジプ シーへ の憧 れ
「おふ くろさま」のしつこい干渉を振り切って,友 達と ドライブに出か
七 けたイベッ トは,山 頂の石切り場でジプシーに出会 うが,ジ プシーは,ロ
レンス的な肯定 される人物として登場している。ジプシーの男は山下にあ
る俗 界 を超越 した ような人間で,美 しく威厳があり高貴である。 彼は
「黒」のイメージを備えている。黒いズボン,黒い靴をはき,黒 っぽい緑
Qolbid.,p.7.
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色の帽子をかむ り,黒 い髪,黒 い目,黒 い手としなやかな脚を持 ってい
る。そして,法 の下に生きる人間を冷笑する無法者の,大胆で誇 り高い眼
差 しをしている。黒い皮膚であることから,彼が南方の生まれであるとわ
かるが,こ のことが,牧 師館の冷たい不毛性と対比して彼 らは温かな生命
力を持った人々であることを暗示 している。
「黒」,「闇」,「暗」のイメージは,ロ レンスの作品においてしばしば
表われ,彼 の作品の重要な鍵語である。彼は 「闇」を正負両様の意味に使
い分ける。 彼は人間の 「明」 なる知性の下に潜む無意識,本 能を重要視
し,それを 「闇」の部分と考えたのである。「闇」が負の意味を担 うのは,
「死」,「機械文明による汚染」などを指す場合である。ジプシーの男はイ
ベッ トの救済者 となるので,生 命力を持った人間 として正の意味で 「黒い
⑪
男」(``adarkman")である。
イベッ トはジプシーの男を見て心を惹かれる。彼が,人 生について 自分
と同じ見方をし,自分より強いただ一人の人間だと思われる。彼は彼女の
心 の琴線,核 に触れたのである。ジプシーは,牧 師館の固い石に象徴され
る頑固な人 々とは正反対で,柔 らかさ,純粋さ,し なやかさが強調され生
命力を帯びている。
「彼は通 り過ぎる時,浮 浪者の大胆で不正直な凝視でイベ ットの目を
まともに見た。彼女の内の何か固いものが彼の凝視に出会 った。しかし
彼女の体の表面は水の方に向いているようだった。それで もなお,彼 女
の内部の何か固いものが,彼 の顔の,彼 のまっす ぐで純粋な鼻の,彼 の
頬とこめかめの独特な純な輪郭を記録した。緑色のジャージーに形取ら
れた彼の肉体全ての,奇妙に黒っぽいしなやかな純粋さを記録 した。生
きている冷笑のような純粋さを。
?
?
⑪ 吉村宏一氏の論文 「闇」(『英語青年』1980年11月号)参 照。
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そして彼が彼女の傍を大股でしなやかな腰付きでゆっくり通 り過ぎた
時,彼 は彼女より強いとなおも思われた。彼女がかつて会った全ての男
のうちで,こ の男は,彼女 自身の持つ種類の強さにおいて,彼 女 自身の
⑭理解
の仕方において,彼 女より強いただ一人の人間であった。」
またジプシーの妻も大柄で美 しく,狼 のイメージを与えられている。彼
女は目付き,し ゃべ り方,行 動が大胆で鋭 く逞しく,生 命力に溢れてい
る。ジプシー女が狼のようであることは繰り返して述べられ,虎 やライオ
ンの激 しさを秘めた女性であったイベッ トの母親と同類だとわかる。
ジプシーの家族 は,冬 を越す間,山 中の石切り場にキャラバンを置いて
暮 しているのであるが,そ の場所が引っ込んでおりほとんど洞穴のようで
あることから,ジプシーが野生の動物であるかのような印象を与える。彼
らの住家へ至るまでに,イベ ット達は険しい坂道を木 々を くぐり抜けなが
ら骨折 って登 って来た。ジプシー達の住家は下界と隔絶された別世界なの
であり,一種の楽園なのである。俗人達には容易に近寄れない聖なる空間
である。
「高地は別世界のように非常にが らんとしてきれいであった,彼 女は
⑬
別の次元へ登うてきたのであった。」
そこは居ごこちが良 く静かで秘密性を持ち,下界のぬかるんだ暗い世界
L.と異な り,天 に_番近 く(「彼 らは世界の頂上にい鶏)請 灘 所である
九 ⑭(
「彼 らは石切 り場そのものを完全に清 く保っていた」)。ジプシーの男は
⑫The7frgゴ π4π4'ゐeGψ5ン,P.23.
●lbid.,p.45.
●Tbid.,p.18.
⑮ 乃dりP.46.
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磨いた靴をはき,き ちんと身に合った服を着て,牧 師館の汚なさと対照的
に新鮮さが強調されている。更に,彼 らの住家は閉じた牧師館とは異なり
外に開かれている。 ジプシーの楽園は,「 チャタレイ夫人の恋人」のメラ
ーズの住む森,「太陽」においてジュリエッ トが通 ったイ トスギのある野
生の庭,「 バ ラ園の影』のバラ園と同質である。
ジプシーが石切 り場に居るということは,洪水が石造 りの牧師館を破壊
する時怒 りの象徴となっているように,ジ プシーの男は心身においてイベ
ットを救い出すので,怒 れるサムソンつまり牧師館を壊す石切り人の役割
を担 っている暗示がある。
イベッ トと友達はジプシーの女に占いをしてもらうが,イ ベットの運命
は,黒 い男は幸運であり白い男は不運であること,家 族の中に死があると
いうことで,ジ プシーの男 と彼女が関係 していくことを暗示 している。
イベット対 「おふ くろさま」,シシー叔母,父 親の争いは止むことな く,
だんだんひどくなるが,そ の一つに,ス テンドグラスのための積立金をイ
ベットがこっそり借用したことによるものがあり,彼 女と彼 らの対立は深
まる。 侮辱されて傷ついたイペッ トは,ジ プシーの生活を思 うと心が和
み,新 しい肉体へ生まれ変わったかのように感 じる。
「ジプシーの男への思いは彼女の四肢の命を解放 し,牧師館への憎悪
を心の中に結晶させた。そこで今,彼 女は無力ではな くなり力強く感 じ
⑭
た 。」
次に生じた険悪な口論の原因は,「 おふ くろさま」がイベッ トの母親の
ことを 「堕落している」と悪口を言ったことで,二 人の娘はこれに怒 り,
自分達の性質は父方よりむしろ母方から受け継いだ ものだと自覚するよう
?
?
?
●lbid.,p.30.
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になる。父方の性質 は不信感を持ち生まれつき臆病で偽りの人生から逃れ
ることができない。一方母方の性質は危険であるが恐れを知 らず,自 由に
生きるものである。
「彼女は,家 庭内の永遠に行き来する迅速で危険な太陽に似ており,
生命の大きな輝 きと流れであった。彼 らは常に彼女の存在を輝かしさと
同 じ く危 険 と関連 させた。魅力と同 じく恐ろしいわがままと関連 させ
⑰
た。」
?
?
?
セイウェルー族 は人生不信者であるが,母 は道徳不信者なのである。牧
師の心の中で,彼 女は永遠の純粋な雪の花であるし,ま た 「月 の 女 神」
(``She-who。was-Cynthia")である。そして 「月の女神」としばしば書
かれることにより,読者にも彼女が世間の非難する堕落 した女ではなく,
その激しい恋を貫いたことにより,かえって純粋で清 らかな女性であると
いう印象を与えている。イベットが父から 「イース トウッド夫妻」との交
際を非難された時 も,彼女と彼女の母は 「生まれつき自由」であると書か
れるが,父 は奴隷のように 「生まれつき卑 しい」人間で,「 追いつめられ
たねずみ」のようであると作者にさげすまれている。イベ ットは母から汚
れない美 しい繊細 な肉体を受けていると自覚し,「 いまわしい家」である
牧師館への嫌悪はますます強まり,彼女の苦しみは降 り続ける雨に象徴さ
れている。また彼女の心の不安定さは,秋 の霞の中を蜘蛛の巣が顔にまつ
わりついた状態で歩 くかのような気分や,あ るいは彼女がよ く調子外れの
曲を口ずさむ とい う行為に表わされている。
また父方と母方 の対比は,犬 対狼,虎,ラ イオンとして表わされてい
る。イベ ットにとっては牧師館の人間ばかりではな く,彼女に求愛する若
Olbid.,p.5.
一12一
『処女とジプシー』論考
者 レオも犬的性質の人間に思われる。 レオの名は 「ライオン」を意味する
のだが,こ の名の青年が犬的であるのは皮肉である。犬は家で飼われる動
物,文 明化された動物であり,狼は自然のままに生きる動物である。牧師
も 「おふ くろさま」に飼い慣らされた犬的存在である。 『太陽』において
もジュリエッ トの夫モー リスは,本 来の人間にな り切れず捕獲 された動物
のように臆病である。そのため太陽(真 の男性の象徴)の 降 り注 ぐ南 イタ
リアの戸外では,彼 は場違いの人間である。一方 ジュ リエッ トは,太 陽を
全身に浴びるようになってから,真の自己を取 り戻し始める。
ジプシーの男に出会 って以来,イ ベッ トの心は 「きつね」のマーチのよ
うに無意識と意識の状態に分裂し,階段の踊 り場か ら常に窓の外を眺めて
何かを待ち受けるようになり,ジプシーの男が時々彼女の意識へ上って く
る。彼がだんだんと彼女の心に根を下していく様子は,彼女が,自 分は周
囲の人間と異った存在であると気づいていく過程 に示され る。二回目に会
った時,ジ プシーの男の視線は,彼 女がこれまで見 られたことがないよう
な彼女の女としての核を射るようなものであり,反対に他の白い人間は彼
女の表面しか見ず,彼 女の 「女」の本質を決して見ることができないと思
われる。しかしジプシーの男は,彼 女にそれを目覚めさせ る力を持ってい
るのである。そのたあイベッ トはレオの求愛を拒むのである。白い男と黒
い男の対比において,白 は本来の清浄さの意味を失って汚れており,反対
に黒は清らかな意味を持 っている。
ジプ シー の男 とイベ ットの関係の真実性は,彼 が彼女を 「欲望 した」
(``desired")という表現で述べられているが,こ の欲望はイベッ トには
真 に素晴らしいものと感 じられる。イース トウッ ド氏がイベッ トに教える
ように,そ の欲望を感 じることのできる者は王であり,真 の自己を知 った
人間なのである。 リーヴィスは欲望について次のように述べている。
?
?
?
「用いられなければならぬ言葉は 『欲望』である。それは必要な言葉
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である。そして ロレンス自身がそれを用いている。だがもちろんその言
葉は彼の芸術に対する繊細な定義の仕事を残す。その物語は,優 れて真
なる何ものかとして欲望を定義し呈示することに関わっている。 『真な
る』 ということは,こ こでは牧師館での生活の無意味さとの関連におい
⑳
てその力を持 っている。」
イベッ トはジプシーの男の欲望を感じた時,今 までとは全 く異なった感
じを抱 く。常識 と 「異質」 になることが救われるためには必要なのであ
る。
(3)イ ベ ッ ト の 再 生
イベッ トの,牧 師館に対する嫌悪の念が極みに達 した時は真冬であり,
季節と同 じく彼女の悲しみを反映するかのように雨が降り続 く。小説のテ
ーマと背景が うま く調和している。イベ ットは,「金曜日においで」とい
うジプシーの言葉 に惹かれ,あ る金曜日に一人でキャンプへ行き彼と食事
を共 にする。牧師館での食事がまずいのに比べて彼女は幸せそのものであ
る。この時の二人 の交感は大変美しい。イベットは黙 って食事をしながら
ジプシーの男の呪文にかかっているが,rき つね』のマーチがヘンリーの
呪文 にかかっているのと同じである。彼女は意志をな くして自然のままに
開いたスノー ドロップのようである。?
?
?
「完全な処女性の瞬間の,彼 女の子供のような眠りながら目覚めてい
る目は,見 ることな く彼の目を見つめていた。彼女は,つ いに彼女を純
粋に無意志にして洗い流しながら,彼女の四肢を浸す彼の暗い不思議な
●Leavis,Novelist,p.292.
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流 出 に気 づ い て い る だ け で あ った.彼 女 は,暗 い完全な力 としての
⑭
「彼」 に気づいてい た。」
イベ ットがこの時出会った 「イース トウッ ド夫妻」は,彼女の母を思わ
せるが,逃 亡者として彼女の母は,ジ プシーの女や二人の子供を置いて来
た 「イース トウッド夫人」に姿を変えてイベ ットの前に現われ,彼 女の心
を魅きつけ彼女の資質を目覚あさせているのであろう。 「イース トウッド
夫妻」は社会から孤立 した状態で,妻 は,沼 や小丘の近 くに大佐の職を退
いた夫と二人だけで暮している。だが妻は金持ちだったので暮しに不自由
はしない。イベ ットには彼らが 「普通でな く素晴らしい人」 と思われ,彼
女から話を聞いたルーシールも 「素敵な人」という印象を抱 く。逃亡者の
生活は幸福なのであり,「イース トウッド夫妻」 とジプシーには類似点が
ある。二組とも常識的な生き方をする人々ではないが,普通の人よりも幸
せなのである。 そして 「イース トウッ ド夫妻」 との交際について父と口
論した時,イ ベ ットは明らかに自分が彼 らと同種類の人間であることを理
解するのである。またイベ ットとジプシーの男の共通性は,両者 とも純粋
で神秘性を秘めていること,ジ プシーが既成社会を外から壊 し続けている
一方,イベ ットはそれを内から壊 し続けていることである。イベットと父
と 「おふ くろさま」の関係については,イ ベ ットは父を憎む一方では愛情
も感 じている。しかし 「おふ くろさま」に対して はただ憎悪 しか抱いてい
ない。父は俗な人間であるが,「 おふ くろさま」 は人間以下なのである。
ロレンスは,集団としての 「人間性」を個性を滅 ぼすものとしてこの作品
と同 じく 「恋する女たち」でも非難しているが,「 おふ くろさま」は更に
堕落しているのであり,「恋する女たち』においてこうもりやねずみなど
にたとえられる彫刻家 レルケと同 じ位退廃的である。
?
?
?
QsTheVirginandtheGipsy,p.48.
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「その年老いた女の中の意志,古 いがま蛙のようないやらしい意志は,
一度見たならば恐ろしか った。神を持たない人間以下のがま蛙のような
自我!そ れはがま蛙や亀のような古い永続する種に属していた。そして
⑳
それは,お ばあさんは決 して死なないと感じさせた。」
イベッ トは 「イース トウッ ド夫妻」との付き合いを止めた後で,洪 水の
生じる前に二度ジプシーの男に出会い会うたびに彼を好きになる。彼女に
とって彼は姉のルーシールよりも身近な存在,こ の世の最 も親 しい存在 に
思われるのである。
「この午後,彼 女は 「それ」が彼女の家庭であると強 く感 じた,ジ プ
⑳
シーのキャンプ,た き火,腰 掛 け,ハ ンマーを持 った男,老 婦人が 。」
ルーシールは町に職を持 ってお り,イベ ット程牧師館の中で苦しんでい
ないが,二 人の姉妹の違いをモイナンは次のように述べている。
「ルーシールの抵抗は,本 物である一方,彼 女の完全さを守るために
ひどく計算されている。家の代わりとなっているロン ドンでの会社員の
厳格なしきたりの中に生活を固定させることにより,そ して家の雰囲気
に無関心となるよう禁欲的に訓練することにより,彼女は嵐を乗り切る
ことを望む。この方策の危険は,そ のことが彼女 自身の父の自己否定に
匹敵する感情の否定をもたらすことである。そして間 もなく,全ての彼
女の親類がそれ ほど豊富な才能を持 っている種類の自己の裏切 りを持た
⑳
らすことである。」
●lbid.,p.65.
⑳ 乃id.,P.71.
●Moynahan,TheDeedofLife,pp.216-217.
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この頃イベッ トには牧師館での生活が死ぬ程退屈で,無 気力な状態に陥
る。まさしく生きながら死んでいるかのように。だがその時,降 り続いた
雨と トンネル事故のためにダムが決壊 し,庭 に出ていたイベットを目掛 け
てパプル川の水がライオンのように襲って来る。 しかし洪水と同時にジプ
シーの男が彼女を助けに現われ,洪 水は彼女を滅ぽすためではな く救 うた
めに来たのであり,ジプシーの男がその使いであったことがわかる。洪水
は牧師館の中に一人だけ残 っていた 「おふ くろさま」を溺死させ,ジ プシ
ーの男はイベッ トを救出する。全てのものをむさぼりなぎ倒す洪水は3飢
以上の深さがあると思われ,ま るで海のような光景である。それは 「この
世の終りの夜」 と書かれているように,ノ アの大洪水を思わせる。ジプシ
ーの男とイベッ トはノアの箱舟の中にいるように,何 とか倒れないで残 っ
ている牧師館の屋根裏部屋へ逃れ,二 人とも裸になって体を温め合 うので
ある。ジプシーの男は,そ の身体の熱によりイベッ トの肉体を甦え らせた
のであるが,同 時に彼女の魂も甦え らせたのである。彼は怒りの洪水の海
となって,彼 女を死の館から救ったのである。洪水がライオンのイメージ
を帯びていることと,ジ プシーの目が虎の目のように燃えていることは,
両者の共通性を表わしている。
⑳
「洪水は彼女の魂の中に満ちたかのようであった。」 モイナンは,イ ベ
⑳
ットがヨルダン川の水に浸されたかのようであると洗礼の意味を読んでい
る。水のイメージも正負両様の意味があり,洪水が浄化の象徴として正の
意味を持つ一方,降 り続いた雨は 「悲 しみ」の象徴として負の意味を持 っ
ている。イベッ トが助か ったのは初春であり,大 自然の中で新しい生命が
芽吹 く時イベッ トも再生するのである。か くしてこの物語はリアリステ ィ
ックであると同時にシンボ リックである。
●TheVirginandtheGipsy,p.72.
●TheDeedofLife,p.218.
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この小説ではイベッ トの処女性が強調されているが,ロ レンスの他の小
説では救いを求める女性が人妻の中年女性であったり,また独身の場合 も
30才近いことに比べて,彼 女は20才前後の美しい処女であり,魂ばか りで
はな く,全くの無垢の身体が美しい野生の男と触れ合 うことは,ロ レンス
の非文化的生活への激しい欲求を示しているように思われる。
だが 「おふくろさま」は事実死んだのであるが,「 おばあさんは決して
死なないように思われた」とイベッ トが感じたように,この小説に登場 し
ている 「おふくろさま」的女性は,今 後も幾度 とな くこの世に登場するで
⑭あろう
。一方ジプシーも,「永遠に屈服することのないアウ トサイダー」
と書かれているように,今 後も登場し続けると思われる。 ジプシーあ男
は,戦争中に肺炎にかかったのであるが再生 したことが,イ ース トウッド
氏によって語 られ,今 度洪水に遇 っても助かったのである。
文化的生活者 と非文化的生活者の戦いは永遠の戦いであり,ロ レンスは
その作品により,また自らの行動により後者の側にあったことを我々は知
るのである。
?
?
㊧TheVirgin4π4'ゐ8Gψ5ン,P.67.
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